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●成果の活用事例

「都市緑化樹木の台風被害

対策の手引き」の策定
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１．はじめに

道路や公園等に植栽されている都市緑化樹木は、

台風の襲来を受けると、強風等により倒木等の被

害が発生することがあり、周辺施設の破損や道路

交通の遮断等のほか、人的被害にまで至る可能性

がある。

そのため、都市緑化樹木の台風被害を軽減させ

ることを目的として、国内でも台風の襲来が多い

沖縄を事例地にあげ、台風被害の実態調査結果か

ら被害要因を明らかにした上で、台風被害に強い

樹木を育成するための緑化手法をとりまとめた。

２．「台風被害対策の手引き」の概要

手引きは、以下の4つの章から構成している。

(1)台風被害の発生要因

、」木倒「、とるす類分くき大、は態形の害被風台

「傾木」、「幹折れ」、「枝折れ」であり、この

被害の発生要因としては、①一定の規模を超えた

台風（図-1）、②立地条件に合わない樹種選定、

③植栽基盤の整備不良、④植栽施工の不良、⑤維

持管理の不良があげられる。

(2)台風被害の基本対策

都市緑化樹木の台風による被害を減

少させるためには、適切な緑化計画・設

計、施工を確実に行うことが重要である。

具体的には、①樹種選定、②配植、③植

栽基盤の整備（図-2）、④支柱の設置に

十分な配慮が必要である。

(3)台風襲来時の対策

台風の襲来前には、樹木の管理体制を

早急に構築し、樹木健全度を確認して、

被害を受けやすい状態の樹木に対する防

止対策（剪定、防風ネット設置等）を実施する。

襲来時には被害樹木の応急処置（伐採・撤去等）

を早急に実施し、台風通過後は被害木の本格的な

対策（立て起こし、支柱再設置等）を施すととも

にその被害要因を解消する。

(4)日常の維持管理

台風に強い都市緑化樹木を育成するには、常に

樹木を健全な状態にしておくことが重要であり、

そのためには①日常点検、②樹木健全度調査、③

管理作業を適切に実施する必要がある。

３．成果の公表

本成果は、沖縄の樹木と植栽環境からの解説と

なっているが、基本的な台風被害対策については

地域を選ばず全国的に活用することができるもの

であり、国土技術政策総合研究所資料第621号とし

て発行した。

本手引きが、沖縄をはじめとした全国における

緑化技術を向上するための基礎資料として活用さ

れ、みどり豊かな生活環境の保全に寄与できるこ

とを期待している。

http://www.nilim.go.jp/lab/ddg/index.htm

図-1 最大風速と被害本数 図-2 植栽基盤の整備例
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野生動物に対する道路横断施設 

マニュアル（案）の作成 
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１．野生動物に対する道路横断施設の必要性 

道路の建設は、そこに存在している生態系に対

して直接的また間接的な影響を与える。道路の建

設にともなう直接的な影響としては、自動車によ

る野生動物の交通事故1）や、野生動物の生息環境

の消失・分断や生態系の質の低下などが挙げられ

る。また、ロードキルは野生動物への影響のみな

らず、運転者等の人身事故につながる事例も報告

されている。このようななか、野生動物に対する

道路横断施設は、分断化した野生動物の生息地の

影響を緩和するための有効な代償手段であるとと

もに、ロードキルによる人身事故を防ぐためにも

有効な手段といえる。 

２．道路横断施設の設置マニュアル（案） 

 道路環境影響評価の技術手法2）において、野生

動物の道路横断施設の設置の際には「科学的知見

や類似事例」を参考に環境保全措置を検討するこ

ととしている。 

 国土技術政策総合研究所環境研究部緑化生態研

究室では、平成19年度から平成21年度にかけて野

生動物の生息地分断対策事例の整理、モニタリン

グ調査による道路横断施設の効果検証を実施して

きた。そこで、3年間で道路横断施設における野生

動物の利用実態調査を行い、科学的知見に基づい

た道路横断施設の設置マニュアル(案)を作成した。

本マニュアルは、既存調査から得られた知見及び

その他の既往の知見を基に、道路横断施設の有効

性を総合的に検証し、道路横断施設の設置・維持

管理に関する作業プロセスを整理したものである。

マニュアルの構成案について図-1に示した。 

 本マニュアルの構成は、新設、既設路線におけ

る野生哺乳類を対象とした道路横断施設及び付帯

施設の計画・設計から維持・管理を検討する上で

の基本的な考え方や参考事例等を取りまとめると

ともに、道路横断施設における事後調査手法とし

て赤外線センサーカメラを用いたモニタリング手

法について詳細に取りまとめた。 

 本マニュアル(案)は、国総研資料として公表す

ることにより，地方整備局や地方自治体の道路事

業担当の方々に活用していただき、さらに意見を

いただきながら、より現場で活用しやすいものと

していく予定である。 
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図-1 道路横断施設設置計画のフロー 

●道路の新規計画
新規計画路線における道路横断施設の設置計画

道路横断施設の設置計画の立案
↓

事前調査による計画道路周辺の環境調査
（現存植生図、種組成調査、生息適地等）

↓
保全対象種の選定

↓
事前調査結果のデータ整理・考察

↓
線形、道路構造の検討

↓
道路横断施設、付帯施設の設置場所・構造等検討

●供用後
既往路線における道路横断施設の維持・管理

既往路線における維持管理計画の立案
↓

道路周辺の環境情報収集
（生息状況、ロードキル発生状況等）

↓
道路横断施設の利用状況調査手法の検討
（赤外線センサーカメラ、痕跡調査等）

↓
事後調査

事後調査結果の評価とフィードバック

保全対象種の再検討
↓

既存の道路横断施設・付帯施設の改善検討
↓

道路横断施設・付帯施設の改良・追加設置
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